


平成12年4月

般
会
計

平
成
昭
年
度
個・・・・

新
世
紀
へ住

み
良
い
村
づ

広報たまかわ

平
成
陀
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計
の
予
算

が
、
村
議
会
3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
、

日
億
ア
、

5
4
2
万
円
で
、
前
年
度
出

6
・
什
%
の
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
介
護
保
険
特
別
会
計
が
設
け
ら
れ

2
億
特
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
引
世
紀
に
向
け
、
住
み
よ

い
村
づ
く
り
の
た
め
の
予
算
編
成
を
紹
介
し
ま
す
。

その他 4，703万円 (1.4%)

地方消費税交付金6，286万円 (1.7%)

国康支出金6，607万円 (1.8%)

地方向 6…

歳出(性質別)

一般会計予算の主な使い道

聾各種選挙費

j 民生費関係 | 
置介護保験特別会計繰出金

3，185万円

・児藁手当 3，378万円

圃重度I~\身障害者への藍積費既成金

1，920万円

| 衛生費関係 i 
圃村水道事業会計ヘ補朗金

1 f意1，251万円

.各種検診の委託 2，479万円

.石川地方生活環境衛生施設

組合分賦金 11意971万円

i 農林水産業費関係 | 
岡国営母畑土地改良事業負控金

ヰ，689万円

6，814万円

| 総務費関係 | 
自ふるさと創生事業費

(中学笠宮内研修費芯ど)

962万円

1，187万円

く
り

地
方
交
付
税
の
割
合

歳
入
構
成
の
ト
ッ
プ

一般会計の歳入構成

般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
お
億

3
、
1
1
1
万
円
と
な
り
、
前
年
度

対
比
で

4
%の
増
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、

増
額
と
な
る
主
な
も
の
は
、
村
税
、

地
方
交
付
税
、
繰
入
金
、
村
債
な

ど
で
す
。
減
額
と
な
る
の
は
、
分
担

金
、
国
庫
支
出
金
、
諸
収
入
な
ど
で

す
。
ま
た
、
前
年
度
ま
で
交
付
さ
れ

て
い
ま
し
た
特
別
地
方
消
費
税
交

付
金
は
、
平
成
日
年
度
で
廃
止
に
な

り
ま
し
た
。

新
年
度
の
予
算
の
歳
入
構
成
を

見
る
と
、
地
方
交
付
税
が
お
億
7
、

5
9
8
万
円
で
ト
ッ
プ
で
す
。
次
い
で

村
税
が
7
億
1
、
8
1
3
万
円
、
県

支
出
金
が
4
億
2
、
5
5
8
万
円
、

村
債
が
4
億
1
、
3
4
0
万
円
と
続

一般会計の歳出構成

財
源
の
重
点
的
、

効
率
的
な
配
分
に
考
慮

福
島
空
港
周
辺
対
策
事
業
、
総

合
運
動
公
園
整
備
事
業
、
農
業
集

落
排
水
事
業
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
す
る
た
め
に
、
経
常

的
経
費
を
可
能
な
限
り
節
減
し
た

う
え
で
、
限
ら
れ
た
財
、
源
の
重
点

的
か
つ
効
率
的
な
配
分
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
予
算
を
性
質
別
に

み
る
と
義
務
的
経
費
と
投
資
的
経

聞塁盤整備促進事業

橿農村総合整備事業

2f:意1，027万円

E地域開発整備関連農林業対策事業

11意7，013万円

き
ま
す
。

村
が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主

財
源
は
、
村
税
、
繰
入
金
な
ど
で
総

額
が
日
億
7
、
3
5
1
万
円
で
歳
入

総
額
の
お
・

3
%と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
の
お
・

1
%を
や
や
下
回
り
ま
し

た。
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

や
借
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
、

M
億

5
、
7
6
0
万
円
で
mw

・
7
%
と
な

っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
口

区 分 12年度予算額 11年度予算額 伸び率

一般会計 361.意3.111万円 34億9，309万円 3.95%増

出民健康
6億2，398万円 5億6.768万円 9.92%増

保険

老人保健 61:意4ふ12万円 71.通t6.3557jP=J 問減|

特
介護保険 2億 48万円

7JIJ 

ZZ2』2 簡易水道
1.37%減

事業
1.440万円 1.460万円

農業集落
3億7，133万円 3億2，519万円 14.2%増

排水事業

上水道事業 l億8.900万円 11怠8.460万円 2.38%増

主IJ』 56億7.542万円 53億4.871万i失j 6.11%増

費
、
そ
の
他
の
経
費
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
義
務
的
経
費
は
、
職
員
や

議
員
な
ど
の
人
件
費
や
村
の
借
金

返
済
と
な
る
公
債
費
な
ど
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設
事
業

費
で
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
を

受
け
て
行
う
補
助
事
業
と
村
が
単

独
で
行
う
単
独
事
業
に
分
け
ら
れ

ま
す
。本

年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
中

で
義
務
的
経
費
が
占
め
る
割
合
は

お・

3
%、
投
資
的
経
費
が
お
・

4
%と
な
っ
て
い
ま
す
。

投資的経費
10億4，349万円(28.4%)

i i寄工費関係 ( 

語障工振興補問盆

i :土木賞関係 j 

自総合運動公園整備事業

31意4，600万円

田道路維持管理事業 6，797万円

語道路新設改畏事業

1億1，853万円

ア45万円

|消防費関係

国消賠施設設備

| 総務費関係 | 
圃国際交流事業費 515万円

! 公演費関係(持信入金の返済金) I 

圃平成12年度償還元金・利害等

31議9，690万円

1，200万円

画
同
開
問
閉

j

行
政
サ
ー
ビ
ス

は
、
ど
の
自
治
体
で
も
同
水
準
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
国
が
地
方

自
治
体
の
財
政
事
需
に
応
じ
て
分
配

す
る
お
主
で
す
。

閣
庸
直
閣
直
也
爆
直
凶
直
」

j

村
が

事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や
累
が
事

業
費
の
一
部
を
問
成
す
る
お
金
で
す
。

両ハハハ哩
j

長
期
間
で
返
済

す
る
村
の
借
入
金
で
す
。

画
同
団
四
明
白

j

圏
税
と
し
て
徴

販
さ
れ
、
一
定
の
墓
準
に
よ
っ
て
地

方
自
治
部
に
譲
与
さ
れ
る
お
金
で
、

自
動
車
霊
園
璽
譲
与
税
、
消
費
譲
告
税

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

画
明
岡
崎
明
白
;
村
の
歳
出
の
う

ち
盟
定
北
し
て
い
る
経
費
で
あ
っ
て
、

任
意
に
削
減
で
き
な
い
経
費
で
す
。

有i公|
(藁〕

のγ1

遅i費|
ノ月一一

室
で 1
1ぞ村

の
f昔
入
金

嗣
川
町
川
四
国

j

社
会
保
障
制
度

の
…
環
と
し
て
、
主
活
困
窮
者
の
最

低
眼
の
生
活
維
持
や
、
生
活
向
上
を

図
る
自
的
で
+
支
出
さ
れ
る
お
金
で

す。
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臨 時 議

悼 1
尽I

4泊除

草ま

第 1田村議会

広報たまかわ

任
期
満

3
に
伴
う
玉
川
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

3
月
お
日
投
票

で
行
わ
れ
、
新
人

6
名
者
含
む
ほ
山
名
の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
選
証
措
置
の
附
与
式
は
、

3
月
幻
日
に
村
就
業
改
善
セ
ン
タ

i
2
階

農
研
室
で
開
か
れ
、
奥
野
義
章
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
者
一
人
ひ

と
り
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新
議
員
の
任
期
は
、

3
月
引

巳
か
ら
4
年
間
と
な
り
ま
す
。

投
票
率
は

前
回
よ
り
低
下

今
回
の
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
率
は

ω
・
九
%
で
、
4
年

前
の
投
票
率
的
出
・
日
以
%
よ
り
1
・

日
%
低
く
な
り
ま
し
た
。
投
票
時

間
が
延
長
さ
れ
て
初
め
て
の
議
員

一
般
選
挙
で
し
た
が
、
投
票
率
の

上
昇
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
辛
う
じ

て
卯
%
を
越
え
る
と
い
う
状
況
で

し
た
。村

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
と

不
在
者
投
票
に
は
あ
る
程
度
の
効

果
が
あ
る
が
、
投
票
日
当
日
の
投

票
に
は
時
間
延
長
の
効
果
が
無
か

童十

介

【
議
席
番
号
順
・
敬
称
略
(
)
は
年
齢
】

大

竹
西

)11 

良

4 

委副委瓦

責員 l会 i

長長[運;

営(
委;

貝

:z:;; 

大小小須矢

野林針田部

福玄

治武慶信

式仙

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
方
分
権

後
の
次
回
選
挙
の
課
題
と
な
り
そ

う
で
す
。

4
月
4
日
の
午
前
同
時
か
ら
改

選
後
初
め
て
の
臨
時
議
会
が
関
か

れ
ま
し
た
。
臨
時
議
会
で
は
、

正
・
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任

委
員
会
、
各
組
合
議
員
な
ど
の
構

成
メ
ン
バ
ー
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
議
会
の
結
果
、
議
長
に
は

西
川
良
英
氏
(
小
高
・

1
期
目
)
が
、

副
議
長
に
関
根
正
氏
(
北
須

釜
・
2
期
日
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
長
に
矢
部
玄
信
氏

(
川
辺
・
4
期
目
)
、
文
教
厚
生
常

任
委
員
長
に
須
田
福
康
氏
(
北
須

釜
・

3
期
日
)
、
産
業
建
設
常
任

委
員
長
に
小
針
武
氏
(
小
高
・
2

期
日
}
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し

た。
ま
た
、
議
会
の
は
じ
め
に
村
職

員
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
各
課
ご
と

に
課
長
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

総

務

常

任

委

員

会玄式安

玉

川

村

西小三佐大矢
久

川林瓶間野部

英治力直

広須
! i.或室
!消川
;防地

大 l 翌方
Eコ
議
玄玄

議
E蓮

良仙

野

式

(施石 i

l設 J11 I 

i組地 j

l合方 i
i善説ル恥

相田大円.::t:.6我 J二t

雄正男茂蹟

正

京佐

県
中
地
域
水
道
用
水

供
給
企
業
団
議
会
議
員

山
水
形

関

根

正 次

委副委
芳ミニ
ヲぐ

員
長長

宗大小

形竹針

恒自召

重次治武

面
U

JAd--E 

武 j青香

佐
久
間

5員

田

①無所属
④{曽侶
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ト
平成12年4月1日より地方分権が本格的な実行段階ヘ

.圃圃.タス権分

地方の時代到来

元地

委
員
長
に
仁
井
田
さ
ん

新
委
員
に
よ
る
初
め
て
の
選
挙

管
理
委
員
会
が

4
月
3
日
に
役
場

北
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
推
薦
に
よ
り
新
委
員
長

に
仁
井
田
保
雄
さ
ん
(
竜
崎
)
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
長

職
務
代
理
者
に
大
野
勝
雄
さ
ん

(
南
須
釜
)
が
委
員
長
よ
り
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
な
お
、
新
た
な
委

員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
c

委
員
長

1
仁
井
田
保
雄

委
員
長
職
務
代
理
者

1
大
野
勝
雄

委

員

1
石
森
仲
夫
(
山
小
鹿
)

委

員

1
溝
井
郁
夫
(
小
高
)

平成12年4日広報たまかわ

塩
津
さ
ん
、

小
林
さ
ん

固
定
資
産
税
に
係
わ
る
評
価

地
方
分
権
っ
て
何
だ
ろ
う
?

我
が
国
は
明
治
以
来
、
中
央
集
権
型
の
行
政
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
代
で
は
、
社
会
環
境
の
変
化
が
め
ま
ぐ
る
し
く
、
住
民
の
行

政
に
対
す
る
こ

i
ズ
も
多
様
化
し
て
き
た
た
め
、
巴
指
導
の
や
り
方
で

は
迅
速
で
き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
を
解
消
し
、
住
み
よ
い
地
域
に
す
る
た
め
に
、
国
に
集
中

し
て
い
る
権
限
や
財
源
を
地
方
に
移
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
行

政
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
変
え
て
い
ご
う
と
い
う
動
き
が
「
地

方
分
権
」
で
す
。
地
方
分
権
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
域
の
こ

と
を
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
れ
る
仕
組

み
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

を
審
議
す
る
委
員
に
塩
津
藤
男

さ
ん
(
南
須
釜
・

3
期
日
)
と
小

林
弘
さ
ん
(
竜
崎
・
新
任
)
が
任

命
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
車
田
村
長

か
ら
任
命
書
の
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
任
期
は

4
月

1
日
か
ら

3
年
と
な
り
ま
す
。

固定費産評価委員の塩沢さん(在)と
小林さん(右)

教

職

貝

転

出

者

敬
称
略

(
)
は
新
任
技

{
主
川
第
一
小
掌
校
}
村
上
祐
子
教

諭
(
大
成
小
)

{
川
辺
小
零
校
】
〈
〉
佐
藤
明
彦
教
頭

(
余
目
小
)
〈
〉
木
村
久
美
子
教
諭
(
白

河
五
小
)

{
須
釜
小
掌
校
〕
〈
〉
鈴
木
洋
子
教
諭

(
喜
久
間
小
)
〈
〉
増
子
宏
子
教
論
(
鏡

石
一
小
)
〈
〉
窪
田
喜
範
教
諭
(
高
瀬
小
)

地
域
に
関
心
を
持
ち
、

地
域
づ
く
り
を
行
う

6 

現②
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
行
政
の

実
現

③
迅
速
で
効
率
的
な
行
政
の
実
現

地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
地
域
に
住
む
人
が
地
域
の
こ

と
に
よ
り
関
心
を
持
ち
、
行
政
と

と
も
に
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

4
月
1
日
よ
り
福
島
県
か
ら
玉

川
村
に
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
事
務

は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
方
分
権
推
進
一
括
法
が

4
月

1
日
に
施
行
さ
れ
、
地
方
分
権
が

本
格
的
な
実
行
段
階
に
入
り
ま
し

た。
地
方
分
権
に
よ
り
市
町
村
や
県

の
行
政
は
大
き
く
次
の

3
点
が
変

わ
り
ま
す
。

①
住
民
を
基
本
と
し
た
行
政
の
実

事務の概要 !根拠法令名 今までとの変更点

-遊休土地の脅郊活用に関し地域の
①遊休土地の育効利用に隠す

包土利関計画法
実情が反映されやすくなります。

る事務 -震類の居出から改善指導等までの
期間が短くなります。

iこ関
-重量作物を涜らすイノシシや力フス

nす3風間会 福スル島法県律鳥獣保護及狩 等の駆綜のための捕獲許ejJ等を県

の出先機関 (178う万よ綴う興に局な)ではな猟二関スル法律施行
く、市町村が行 ります。

条例

Cわj争犯憶の設置居、使用開始
j争i~t，遺志

.;争犯槽設遺障等は市町村の窓口(こ
福島県浄化槽法施行

報告等に関する事務
条例

出すようになります。

④犬の登録緩札の父付注
狂犬病予妨法

-犬の登録などの事務が市町村にお
身j;斉票の交付 いて迅速に処理されます。

@身体燈害児にかかる補装具
-身近な市町村の窓口で事務処理が

の交付及び重度身体障害
児童福祉法 済むため、申請から交付決定まで

児知的障害児にかかる臼
の期間が矩縮されます。

常生活用異の給付等

@~震度知的障芸者にかかる臼 -身近な市llIJ村の窓口で事務処理が
常生活用おの給付等に関す 知的障害芸者福祉法 済むため、申請から交付決定まで
る事務 の期闘が短縮されます。

⑦製造事業者による協同組合
-伝統的工芸おの指定窃請等が市町

等から伝統的工芸昂への指伝統的工芸昆産業の
村の窓口に提出できるようになり

定白出を受け、通商産業大振興に関する法律
ます。

自に進達する等の事務

⑤言警虫等駆除及び予防のため
-申請窓口は県の出先機関ではなく

の他人の土地への立ち入り森林法
市町村になります。

許可

一 租税特別搭震活
-認定申請先が笛積に関わらず、全⑤租税特別t琵琶j去に基づく優 議島県穏税特別箔震

良住宅認定に関する事務 法施行条例 て市釘村となります。

一震外広告物;去 -申請窓口及び許可権者が、広告籾
⑮島外包告物の許可等申請c福富黛震外広告物条 を設置する場所の市釘村になりま

鑓する事務 例 す。

⑪市釘村立高等学校の通挙区
地方教喬行政の組織

-市町村の数湾委員怠が地i或の実情
及び遷宮に関するj去

i裂の設定
f翠

にあった設定ができます。

駐車場活
@E~外駐車場の設琶届出に関福島県駐車場法に係 -設置の届出を所在地の市町村で行
する事務 る事務処理の特例に うことになります。

関する条例

一 都市緑地保全j去
⑬都市緑i包保全地区内(~おけ 福島県都市緑地保全 -$請窓口が緑地保全地区がある市

る建築等許可申請に関する j去に係る事務処理の 町村になります。
事務 特例に関する条例

{
白
水
中
掌
校

}
O
一
一
一
浦
良
一
一
教
頭

(
安
積
二
中

)
O北
村
暢
浩
教
諭
(
須

賀
川
一
中

)
O角
田
尚
一
教
諭
(
中
島

中
)
〈
〉
横
田
智
子
教
諭
(
退
職
)
〈
〉
笹

康
頼
教
諭
(
会
北
中
)

{
須
議
中
学
校
}
〈
〉
新
野
賢
一
郎
教

諭
(
守
山
中

)
O楼
井
淳
子
教
諭
(
相

馬
市
立
養
護
学
校
)

転

入

者

(敬
柿

)路
は
旧
任
校

{
玉
川
第
一
小
学
校
}

教
諭
(
小
名
浜
一
小
)

{
川
辺
小
学
校
】
〈
〉
五
十
嵐
三
雄
校

長
(
橘
小
)
〈
〉
阿
部
雅
野
教
頭
(
大
枝

小
)
八
〉
首
藤
里
枝
教
諭
(
石
川
小
)
〈
〉

関
根
豊
講
師
(
欠
員
補
充
)

{
須
釜
小
掌
校
】
〈
〉
金
津
智
美
(
石

川
小
)
〈
〉
名
倉
由
美
教
諭
(
新
採
用
)

〈
〉
岩
橋
康
紀
教
諭
(
新
採
用
)
〈
〉
野
口

庄
蔵
講
師
(
初
任
研
後
補
充
)

{
泉
中
学
校
】

O
小
玉
陽
彦
教
頭

(
石
川
中

)
O有
賀
裕
子
教
諭
(
泉
崎

中
)O長
谷
招
久
美
子
教
諭
(
朝
日
中
)

。
仁
平
光
俊
教
諭
(
本
官
一
中
)
〈
〉
佐

川
好
可
教
諭
(
二
本
松
コ
一
中
)
〈
〉
金
津

隆
広
教
諭
(
泉
崎
中
)

{
須
釜
中
山
号
校
】
〈
〉
石
井
路
子
教
諭

(
群
岡
中
)

。
若
松
幸
枝

村

職

国貝

4
月
1
日
付
・
敬
称
略

(
)
は
泊
所
露
、
職
名

{
参
事
職
}
〈
〉
参
事
兼
教
育
次
長
兼

教
育
課
長
(
参
事
兼
議
会
事
務
局
長
)

岡
部
勝
良

{
課
長
相
当
職
】

O
公
民
館
長
(
住

民
課
長
)
溝
井
一
夫
〈
〉
議
会
事
務
局

長
(
企
同
財
政
課
長
)
野
口
庄
嗣
〈
〉
住

民
課
長
(
須
釜
支
所
長
兼
須
釜
児
童

館
長
)
高
林
重
和

O
企
画
財
政
課
長

(
教
育
次
長
兼
教
育
課
長
兼
公
民
館

長
)
石
森
春
男
。
須
釜
支
所
主
幹
兼

支
所
長
心
得
兼
須
釜
児
童
館
長
(
税

務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
賦
課
徴
収

係
長
)
草
野
正
博

{
課
長
補
佐
棺
当
職
】
〈
〉
健
康
福
祉

課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
兼
介
護
保

険
係
長
(
建
設
課
主
任
主
査
兼
管
理

係
長
)
大
和
田
ス
ミ
〈
〉
税
務
課
課
長

補
佐
兼
賦
課
徴
収
係
長
(
住
民
課
主

任
主
査
兼
住
民
係
長
)
佐
藤
恵
美
子

一
係
長
棺
当
職
〕
〈
〉
住
民
課
住
民
係

長
兼
国
民
年
金
係
長
(
住
民
課
国
民

年
金
係
長
)
有
賀
明
美

O
建
設
課
管

理
係
長
(
農
政
課
農
政
係
長
)
村
越
正

広
〈
〉
農
政
謀
農
政
係
長
(
農
業
委
員

会
係
長
)
森
博
〈
〉
総
務
課
広
報
広
聴

係
長
(
健
康
福
祉
課
国
民
鰭
康
保
険

係
長
)
小
針
弘
〈
〉
健
康
福
祉
課
国
民

健
康
保
険
係
長
(
総
務
課
広
報
広
聴

係
長
)
永
林
正
典
。
農
業
委
員
会
主

夜
(
水
道
課
主
査
)
溝
井
陳
彦

O
す
が

ま
幼
稚
園
主
任
教
諭
(
泉
保
育
所
主

任
保
育
士
)
鈴
木
枝
美
子
。
泉
保
育

所
主
任
保
育
士
(
い
ず
み
幼
稚
園
主

任
教
諭
)
丹
内
恵
子
〈
〉
泉
保
育
所
主

任
保
育
士
(
す
が
ま
幼
稚
園
主
任
教

諭
)
矢
部
由
美

{
係
員
〕
〈
〉
企
画
財
政
課
主
事
(
住

民
課
主
事
)
小
針
達
夫
〈
〉
住
民
課
主

事
(
農
政
課
主
事
)
大
越
健
一

O
住
民

課
主
事
(
企
画
財
政
課
主
事
)
塩
田
敬

〈
〉
水
道
課
主
事
(
教
育
委
員
会
主
事
)

小
原
幸
春
〈
〉
い
ず
み
幼
稚
園
教
論

(
泉
保
育
所
保
育
士
)
古
田
貴
子

{
退
職
】
・

3
月
引
日
付
〈
〉
野
口
サ

ツ
子
(
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福

祉
係
長

)O曲
山
英
夫
(
主
任
運
転
手
)

〈
〉
円
谷
善
之
(
主
任
運
転
手
)

村
新
採
用
職
員
で
す

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

多田義博
臨 24歳
聞岩法寺
園農政諜

石
川
警
察
署
玉
川
駐
在
所

4
月
1
日
付
で
石
川
整
一
一
一
長
一
小
署
玉
川

駐
在
所
専
門
官
と
し
て
着
任
さ
れ
た

高
橋
昭
雄
警
部
補
(
写
真
)
で
す
口

な
お
、
前
任
の
寺
島
邦
雄
き
ん

は
、
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。高橋昭雄警部補

7 
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村
西
工
会
女
性
部

電
話
帳
を
作
製

村

へ

目的
問

卒
業
式

村公民館へ

平成12年4月
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広報たまかわ

村
商
て
会
女
性
部
(
石
井
マ
サ

子
部
長
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成

日
年
度
部
事
業
の
一
環
と
し
て

村
内
の
「
電
話
帳
」
を
作
製
し

ま
し
た
。

4
年
前
に
も
作
製
し

て
お
り
今
度
が

2
度
自
。
コ
則
回

の
反
省
を
生
か
し
て
、
見
や
す

く
そ
し
て
正
確
に
出
来
上
が
っ

た
L

と
の
こ
と
で
す
。

石
井
部
長
ら
役
員
は
、
作
製

し
た
2
，
3
0
0
部
を
村
に
寄
贈

す
る
た
め
役
場
を
訪
れ
、
車
田

村
長
に
贈
り
ま
し
た
口
贈
ら
れ

た
電
話
帳
は
、
村
か
ら
村
内
全

戸
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

村

内

小

中

校

の

児

、
生
徒
一
一
二
四
名
が
卒

業
式
に
臨
み
ま
し
た
口

各
学
校
と
も
独
特
な
式

典
会
場
の
設
営
と
進
行
内

容
に
卒
業
生
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
感
動
の
深
い
卒

業
式
と
な
り
ま
し
た
。

各
式
場
に
は
、
教
育
関

係
者
を
は
じ
め
、
村
や
議

会
な
ど
の
来
賓
が
多
数
出

席
し
て
、
卒
業
生
を
祝
い

ま
し
た
。

本
村
川
辺
出
身
の
画
家
小
浜
嘉
吉

さ
ん
(
円
内
写
真
・
旧
姓
山
崎
・
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
在
性
)
は
大
竹

輿
吉
さ
ん
(
岩
法
寺
)
の
仲
介
に
よ
り

村
公
民
館
に
絵
両
を
贈
り
ま
し
た
。

山
の
中
に
た
た
ず
む
民
家
が
措
か

れ
た
絵
は
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
2

階
の
農
研
室
に
飾
ら
れ
、
村
民
の
皆

さ
ん
の
日
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

小
浜
さ
ん
は
、

咋
年
、
母
校
の

川
辺
小
、
泉
中

に
も
絵
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

お
料
理
っ
て
楽
し
い
ね

玉
一
小
2
年
生
に
謬
鈴
川

お

料

理

指

導

警

緩

玉
一
小
2
年
生
の
生
活
科
の
授
業

で
、
村
食
生
活
改
善
推
進
員
「
ょ
っ

ば
の
会
」
(
双
皇
不
二
校
会
長
)
の
皆

さ
ん
が
指
導
者
と
な
っ
て
楽
し
い
料

知恵を出そう・・・・..
委員会南須釜地区

、ふれあいコンサ山トグ
菊地章夫さん出演

コで
フい

a 白
置鳥
にが
飛
来

理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
会
の
皆
さ
ん
と
カ

ル
シ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い
の
「
元
気
も
り

も
り
ラ
イ
ス
お
好
み
焼
き
」
を
楽
し

く
料
理
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
、
会
の
み
な
さ
ん

あ
て
に
心
あ
た
た
ま
る
感
想
文
が
届

き
、
料
理
を
通
し
て
、
叶
食
」
へ
の
関

心
が
深
ま
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討

す
る
組
織
「
知
恵
を
出
そ
う
汗
を

流
そ
う
新
し
い
村
づ
く
り
委
員

会
」
の
南
須
釜
地
底
委
員
会
(
会

長
:
・
塩
津
和
彦
さ
ん
)
は
玉
川
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
歌
手
の

菊
地
章
夫
さ
ん
(
石
川
町
)
を
招

い
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま

し
た
c

最
近
、
子
供
た
ち
が
被
害
者

に
な
っ
た
り
、
加
害
者
に
な
っ

た
り
す
る
事
件
が
多
い
こ
と
か

ら
、
地
域
の
大
人
と
子
供
が
共

に
同
じ
話
題
で
感
動
で
き
る
も

の
が
必
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
コ
ン
サ
ー
ト
が
聞
か
れ
、
家

族
連
れ
な
ど
約

1
0
0
名
の
皆

さ
ん
が
菊
地
さ
ん
の
歌
と
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

阿
武
隈
川
に
架
か
る
成
竜
橋

の
た
も
と
に
こ
の
辺
で
は
非
常

に
め
ず
ら
し
い
「
コ
ブ
自
烏
」

が
飛
来
し
て
き
ま
し
た
。

鏡
石
町
の
高
野
油
で
餌
づ
け

を
し
て
い
る
鈴
木
善
行
さ
ん

(
須
賀
川
市
在
住
)
が
コ
ブ
白

鳥
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
餌

づ
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
羽

で
寂
し
そ
う
な
の
で
、
い
じ
め

に
あ
っ
た
の
か
と
地
元
で
も
話

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
く

ち
ぱ
し
の
上
に
コ
ブ
を
持
つ
珍

し
い
コ
ブ
白
鳥
と
分
か
っ
て
安

心
し
て
い
ま
し
た
。

審
の
空
港
ま
つ
り

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

物
産
振
興
会
も
参
加

福
島
空
港
怖
い
例
の
「
春
の
空
港
ま
つ
り
』

は
、
空
港
ピ
ル
の
内
外
を
会
場
に
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
季
節
外
れ
の
寒
波
に
見
舞
わ

れ
肌
寒
い
…
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
家
族

連
れ
な
ど
が
つ
め
か
け
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
c特

産
物
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
村
か

ら
物
産
振
興
委
員
会
が
出
宿
し
て
、
模
擬

屈
で
の
飲
食
物
の
販
売
や
特
産
品
の
販
売

を
行
い
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

浜
名
湖
競
艇

竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト

村
物
産
を
直
売

村
物
産
振
興
委
員
会
(
車
田

幸
司
会
長
)
は
、
ボ

i
ト
ゼ
ア

玉
川
の
本
場
『
浜
名
湖
競
艇
』

(
静
岡
県
)
の
中
央
ス
タ
ン
ド
竣

工
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま

し
た
。場

内
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
さ

る
な
し
ワ
イ
ン
や
ド
リ
ン
ク
な

ど
の
村
特
産
品
の
販
売
行
い
、

ま
た
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
昔
そ
ば

の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
そ
ば
打

ち
の
実
演
と
飲
食
ブ
l
ス
が
設

け
ら
れ
、
福
島
県
玉
川
村
の
美

味
し
い
そ
ば
を
P
R
し
ま
し
た
。

52、職腹
is、員炎
、""n、 II
φM壬
，置、、.

を う3
植 i
樹

北
須
釜
の
県
消
防
紡
災
航
空
セ

ン
タ
ー
(
村
上
栄
所
長
)
で
、
職
員

路
名
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
記
念

描
樹
を
行
い
ま
し
た
。

紡
災
航
空
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

同
年

4
片
に
開
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
回
、
異
動
で

4
名
の
職
員

が
同
セ
ン
タ
ー
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
開
設
時
か
ら
の
職

員
の
友
晴
の
あ
か
し
と
し
て
の
記

念
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。
空
港
周

辺
を
こ
ぶ
し
の
里
と
し
て
村
が
推

進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
記
念
樹
に

は
、
こ
ぶ
し
の
木
を
選
び
ま
し
た
。

8 
18名の15i.情と結束を「こぶしの木」に託しました

9 



ジ

平成12年4月

村

ホ

l
ム
ベ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
P
R

広報たまかわ

村老人クラブの皆さん

A 
Eコ

平成12年4月

小学生・申学生・高校生のための国際交流

平成12年度夏休み海外派遣事業

国際化社会を担う喬少年の蕎成者目的としている文部省所管の

財団法人E際青少年研修t~会では、平成 12年度重休み海外派遣

事業の参加者在全国より募集しています。ホームスティを中山に

詞年代の青少年と日常を共仁過ごすf学校体験、漢語研修等のブ

口グラムjと、雄大な岳然の中で野外活動、キャンプ笠活などを

する{自然体験プログラムjがあります。

平成12年産「うつくしま県民の翼j参加者募集(福島東)

青少年等海外派遣事業「うつくしま県民の翼Jは、社会の様々な分野に
おいて社会参加活動などで活躍している県内の青少年などを海外に派遣
し、訪問置において、コース毎の課題テーマに沿った研修を行うことによ
り、広い国際的視野を震い、 21 也紀の美しいßj~くしまをを共に蔵造してい
くことを自由に実施します。平成12年度の事業概要、参加者募集等は下記
のとおりです。

を

開

設

派遣
派期 還間 派遣留

募集 資格 募集|問い合わ
コース 人員 要件 期間 せ先

青動研少修年コ育ー成ス活 9(1月0臼中間旬) 
アカ合メ衆リ 158 県1内主 に
包

居す
居村年住の市青少町る18歳

ブル共和連ラ包邦ジ

~40歳
平成 担当窓

研国修際コ協ー力ス活動 9(1月18中間旬) 10名 方までの
月(1月23左)手84 

ロ各地

方の活課娠県育興民局生

ーユー
環研修境コ保ー全ス活動 ソ一つ 108 県内に

5日月(月15) 
県少年

ンド 居住す 女性諜

9(1月08中間旬) る18 歳歳 まま024-

遠ドイツ
~60 521 -

邦共 108 までの 7187 
和国 方

1(102月日中間旬) 力ナダ

県内に
平 成

県女性誇性謀少年女1(105月自上問旬) 
スゥエ 3名 居住す

1 2:Ei=4 
ーァン

月(月3)B 
|男研修京コ共ー同ス参菌

る351議 政策室

1(012問日中題旬) 
オラン ~60歳 。024-
ダ

3名
女ま性での 521 

4日月(金21) 7188 
アメ衆り

1(90月日上間旬) カ国合 2話

県祉障害福

平12年成4 。課024-
521 -

共笠社会への アメり F.l3臼 7169
i益支 コ 10月中旬

いウイン 養謀、 育

5巴月(金~~ I ~024-
521 -
7780 

7まちでの 5日月(氷31) 7187 

村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
村

の
P
R
や
行
政
情
報
を
送
信
す
る
た
め

「
村
ホ

1
ム
ベ

l
ジ
』
を
開
設
し
ま
し

た。
4
月
3
日
に
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
開
設
式
が

行
わ
れ
、
車
田
村
長
が
自
ら
パ
ソ
コ
ン
で

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
の
関
覧
を
行
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ

1
ジ
の
掲
載
情
報
は
、
毎
月
更

新
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

(
玉
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
)

宮
門
口
一
¥
¥
者
巧
巧

-SBmM}gt〈
myH百件。・。門

-z

昨
年
の
台
湾
大
地
震
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
本
村
の
国
際
友
好
都
市
「
鹿
谷
郷
」

の
皆
さ
ん
を
激
励
し
よ
う
と
村
老
人
ク
ラ

ブ
(
渡
辺
政
一
会
長
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど

渡
辺
会
長
は
じ
め
幻
名
の
会
員
で
励
ま

し
の
手
紙
を
綴
ワ
た
文
集
を
作
成
し
ま
し

た
。
文
集
は
、
原
文
と
と
も
に
中
国
語
講

座
で
も
お
馴
染
み
の
小
松
淑
江
先
生
(
郡

山
市
)
の
翻
訳
文
付
き
で
す
。

今
回
の
事
業
も
、
吉
村
忠
雄
さ
ん
(
南

須
釜
)
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
!
と
な
っ
て

進
め
ら
れ
、
「
精
神
的
に
疲
れ
て
い
る
鹿

谷
の
皆
さ
ん
を
勇
気
づ
け
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

千
羽
鶴
と
車
田
村
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
添
え
ら
れ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

吉村忠雄さん

志
暢

i!司Iiー.irl!l
!~~II 

jj:;ls 
---τ_1'1 

;目指E
jjiiM 
司i
lie-11 
ii i :!iFijj 
廿;
μ: 
村i

ji121 
I何事

ili'Fij :τ_.哩堅
i;jt皿=，1

号室-

重i

聾

広報たまかわ

33万円)

。学校体験・英語研修等のブ口ダラム

・青少年アメリ力国際交流キャンプとホームスティ

(7/23~8/14 ・ 38万円)

・醤少年オーストラIjア・スクール体験

(7 /27~8/16 ・ 38万円)

・青少年シンガポール・スクール体験

(8〆2~8/19 ・ 24万6干円)

・醤少年力ナダ・ボランティア交流(8/2~8/21

~以上の応葬締切り 5月22日(月)

-イギリス英語研修(7/23~8/12 ・ 48万5千円)

・カナダ笑語研修(7/23~8/12 . 45万5千円)

・オーストラリア・笠活体験ホームスティ

(8/3~8/14 ・ 33万円)

'オーストラリア・ジュニアホームスティ

(7/23~8/3 ・ 29万8千円)

・サイパン・ジュニアホームスティ

(7/23~7 /30・11万5干丹)

~以上の師事締切り6月98C金)

。自探体験プロダラム

・青少年力ナタキャンブ(8/2~8/14 ・ 31 万5千円)

・オーストラリア・工アーズロック大自然体験

C8/2~8/11 . 29万円程慶)

@ブラジル・アマゾン大部然体験

(7/31~8/11 ・ 40万円前後)

~以上の応募締切り6月19巴(月)

~資料請求・お題い合せ先 (財)函際青少年研修協会

守 160-0004 東京都新宿区四谷2-11大将ビル3躍。03-3359-8421 FAX03-3354-2207 

認
定
農
業
者
協
議
会
を
設
立

4
名
に
認
定
書
を
交
付

村
認
定
農
業
者
協
議
会
の
設
立

総
会
が
3
月
初
日
に
村
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
会
長
に
榊

枝
義
二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
、
平
成
日
年

度
の
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書

の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
車
田
村
長

か
ら
認
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
交
付
を
受
け
た
方
は
、

高
林
邦
男
さ
ん
(
中
)
、
橋
本
義
晴

さ
ん
(
竜
崎
)
、
小
針
金
之
さ
ん

(
川
辺
)
、
宗
形
恵
美
子
さ
ん
(
南

渡
辺
さ
ん
(
交
通
安
全
)

鈴
木
さ
ん
(
農
業
指
導
)

に
感
謝
状

交
通
教
育
専
門
員
の
渡
辺
富
幸

さ
ん
(
北
須
釜
)
と
営
農
推
進
協
議

会
営
農
指
導
員
の
鈴
木
正
安
さ
ん

(
郡
山
市
)
に
車
田
村
長
(
営
農
推

ハU
4
2
s
s

・-

須
釜
)
の

4
名
で
す
。

村
内
の
認
定
農
業
者
は
、
今
回

の
4
名
を
含
め
て
幻
名
と
な
り
、

協
議
会
も
設
立
さ
れ
て
各
種
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。か

ら
感
謝
状
が
贈

進
協
議
会
長
)

ら
れ
ま
し
た
。

渡
辺
さ
ん
は
、

6
年
間
交
通
教

育
専
門
員
と
し
て
、
村
交
通
安
全

対
策
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
主
に
果
樹
栽
培

が
専
門
で
、
四
辻
地
区
の
さ
る
な

し
栽
培
な
ど
の
指
導
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
渡
辺
さ

ん
に
は
須
釜
中
学

校
創
立
印
周
年
の

際
に
『
孔
子
像
」
を

寄
付
さ
れ
て
の
感

謝
状
も
併
せ
て
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ご
み
滅
量
化
再
生
利
用
に
係
る

県

民

提

言

の

募

集

意
見
・
提
案
に
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
住
所
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
郵
便
、

F
A
X
、
電

子
メ
l
ル
に
よ
り
応
募
く
だ
さ
い
。

圃
表
彰

入
賞
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。

置
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
廃
棄
物
対
策
課

一
丁
鮒
ー
ー
馴
(
住
所
の
記
載
不
要
)

2
0
2
4
1
5
2
1
7
2
4
9
 

電
子
メ

i
ル
ア
ド
レ
ス

tg∞件。⑤
S
巳…
-U
呂町
-P}内
戸
川
島
一
自
己
℃

• 

県

で

は

、

今

年

度

」

み
減
量
化
・
再
生
利
用
推
進
計
画

(第
2
期
)
」
の
策
定
を
予
定
し
て

お
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
提

案
を
募
集
し
ま
す
。

zm
募
集
内
容

①
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

(
短
く
て
簡
単
な
標
語
)

②
ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
ア
イ
デ
ィ
ア

(
具
体
的
施
策
を
側

l
m字
程
度
)

岨
募
集
期
間

4
月
間
日
か
ら
5
月
白
日
ま
で

軍
応
募
方
法

平
成
問
年
歌
会
始

「
諒
進
歌
」
の諒

進
要
領

耳
慣
歌
会
始
の
お
題

1
詠

進

歌

に

は

、

又

は

「
く
さ
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ

て
い
れ
ば
よ
い
。

軍
軍
諒
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
一
人
一
首

②
用
紙
は
、
半
紙
と
し
毛
筆
で
自

て
く
だ
さ
い
。

車

感謝状が贈られた渡辺さん(上)
と鈴木さん(下)

③
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
て
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
氏
名
(
ふ
り
が

な
付
き
て
生
月
日
及
び
職
業
を
縦

書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

③
詠
進
の
期
間
9
月
初
自
ま
で

⑤
郵
便
の
あ
て
先

「
一
管
制

l
m
宮
内
庁
」
と
し
、

封
筒
に
詠
進
歌
と
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

⑤
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
宮
内
庁

あ
て
に
返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封

筒
を
添
え
て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

、ν

1 1 



法
を
守
る
あ
な
た
が

法
に
守
ら
れ
る

5
月

3
5
は
円
憲
法
記
念
日
」
マ

す
。
こ
の
記
念
日
は
、
宅
昭
和
幻
年

5
月
3
日
の
日
本
国
憲
法
施
行
を

記
念
し
、
「
法
」
の
役
割
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の

で、

5
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
を

憲
法
週
間
と
し
て
、
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

~南須釜の意仏踊りより~

画
郡
山
市

・

日

時

5
月
8
日
(
月
)

• 
場つ

2 タ 6 次 口 らの j口~主t包砕
4!?の れ若再建
| ミ と た港編設

ナ 6 お にに建

5!7Yレ字錨 3 り 継引き事福県空島島 よ語事 事ピ Oでり
1 ル回 4 すの 、 務
1 2 21 0 絡速 が 新川華 所
1 F 玉 れた土の
1 川先まに l、

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
|
|
村
公
民
館

金
剛
山
奇
岩
絶
壁
目
に
浮
か
ぶ
抑

r
L速
さ
日
の
懐
か
し
く

小
針

キ

次

わ
が
胸
に
迫
リ
来
る
も
の
歌
び
ど
の
一
試
み
し
言
葉
は
い
ど
深
く
し
て

川

崎

雄

子

大
窓
に
明
日
は
晴
天
ピ
予
報
し
て
月
来
、
々
と
冴
え
か
か
る
な
り

小

針

愛

子

追
わ
る
如
急
げ
る
影
を
長
く
し
て
膝
雨
の
あ
ピ
の
落
日
淡
し

吉

田

英

祐

軒
下
に
ど
の
家
も
干
す
柿
後
藤
日
和
に
は
の
ど
呑
リ
を
放
っ

小
針
み
ね
子

し
な
や
か
な
女
踊
リ
に
藷
古
締
め
一
扇
子
捌
き
も
一
い
ろ
添
え
て

川

田

吟

虎

さ
る
な
し
俳
句
会
三
月
一
部
草
集

那
須
告
の
鼓
動
聴
こ
ゆ
る
母
子
草

春
め
く
や
#
ゆ
と
し
蓋
鳴
る
昼
蔚

真
夜
の
雨
枝
を
八
方
に
春
息
吹

病
む
夫
の
窓
の
向
こ
う
に
春
ピ
な
り

暗
聞
に
笹
を
ゆ
る
が
す
う
か
れ
描

持
ち
き
れ
、
ず
一
足
先
の
花
菜
漬

の
ピ
け
さ
や
雲
に
呼
吸
を
令
は
せ
た
リ

台

村広報紙を札

送ってみませんか

広報 fたまかわJを全国の親眠、友人や

知人に送ってみませんか。

「村の話題などが遠くに芭ても分かるの

で毎月楽しみですjという声も聞かれます。

送付を希望する方は、下記によりお申し込

みください。

記

1，000円(年間)

村総務課広報広聴係

岱 57-4621

直送料

唖申込先

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。(村社会福祉協議会)
ヨj団司直の健康ごよみ

タ
ー

(
郡
山
市
堂
前
町
お

l
n
)

岱

0
2
4
ト
9
3
6
i
4
5
1
5

-
臼
河
市

、

-
日

ι

時

5
月
日
日
(
水
山

問
時
j
日
時

1

・

場

所

家
裁
白
河
支
部
構
内

弁
護
士
待
合
室

2
0
2
4

8
I
n
s-
3
3
8
1
 

ン

開

国
税
庁
か
ら

回

一
国
税
専
門
官
受
験
者
募
集

一

憂
受
験
資
一
格

1.

昭
和
必
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
弘
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

2.

昭
和
弘
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
卒
業
者
及
び
来
年
3
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

画
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
ロ
年
4
月
4
日
か
ら

5
月

日
自
ま
で

極
第
一
次
試
験

平
成
ロ
年
6
月
げ
日
(
土
)

申
込
用
紙
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

人
事
院
東
北
事
務
局
(2
0
2
2

2
2
1
1
2
0
2
2
)
又
は
仙

台
国
税
局
人
事
第
三
課
(
岱

0

2

2
i
2
6
3
1
1
1
1
1
)
ま
で

記

・蒜生の曲山邦夫さん

・東京玉/1/会から「ふるさと福祉事業事
業j として(第2回目) 3千円

・定年退職記念として福島空港ピル(株)
営業部長の矢内孝雄さんから 10万円

iお誕生おめでとうございます i
(3月届出分)

平成12年度の赤坂田地の聾集を次のと

おり行います。

〔平成12年度募集概要〕

。戸数宅地分譲6区画

。受伺期間

・4月21日から4月25日まで

O受付場所
・玉川村役場企画財政課

。抽選日時・場所

・4月27己(木)午前10時
・玉川村役場北庁舌
申込み期間中に完売に主らない場合

は、先着順で申込み受付となります。

(問合せ先:役場企画財政課・丁EL57-
4629) 

募
集赤

坂

団

地
上空から見る赤堀団地

自
動
車
税
は
お
阜納
め
に

期
限
は

5
月
幻
自
で
す

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

午
前
0
時
現
在
で
陸
連
支
局
に
登

録
さ
れ
て
い
る
名
義
上
の
所
有
者

(
所
有
権
保
留
付
自
動
車
の
場
合

は
使
用
者
)
の
方
に
対
し
て
、

5

月
訂
日
を
納
期
限
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
、

5
月
中
旬
頃

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
計
算
違
い
な
ど
申
告
内
容
に

間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
ら
・
:
・
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
場

保護者名

美

也

美

健

勝

薫

敦

勇

喜

伸

広

名

た
太
法
似
た太
き
輝
川
廉
ゆ

か花

き
紀

ー

間
一
長

一J康

一

一

光

山

肘締

村
和

宣

妻

竹

藤

林

崎

町

山

田

上

出

我

大

首

小

口

塩
回

，馬

区

崎

南須釜

か

岩法寺

中

。
手，

イシ

hu 

a+ム

3主三
倍，

-小高の高原 健さん

・北須釜の草野新ーさん

・南須釜の関根正巳さん

・四辻新田の須釜一夫さん

・蒜生の車問!黄子さん

・南須釜の真野自喜正さん

村のようす
(12年4月 1日現在)

1，810戸 (+3)

7，609人(-7)

3，751人 (-2)

属

国

計

四

畠

V
2

身
体
障
害
者
や
精
神
障

害
者
等
の
方
で
、
二
疋
の
条
件
に

該
当
す
る
場
合
に
は
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書
類

を
添
え
て

5
月
仰
の
日
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

(
お
問
合
せ
先
)

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

企

0

2
4
1
9
3
5
1
1
2
3
5

な
お
、

合
は
「
修
正
申
告
」
を
、
多
く

申
告
し
た
場
合
は
「
更
生
の
請

求
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂

正
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、

最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

(3月届出分)

年 齢 世 帯 主名

89 贋子

80 邦夫

88 健

66 正巳

87 喜 正

58 ハルヨ

72 新

72 夫

死亡者氏名

車田光雄

曲山秋雄

高原 竹義

関 根慶 一

真野目幸

矢部忠 治

草野 今朝吉

須釜義勝

区

生

高

釜
ん，

F

3

ι

トト

'

ι
，
F

，

ヨ
ア

F

，

地

蒜

小

南

ぷ
也
回
出

，dd
e
3
 

ク

質

調

J
ノ

μ

リリ

μ

北

西

3，858人(-5)

{納
期
限
は
4
月
目
白
(
火
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

今
月
の
納
税

国
民
年
金
保
険
料

4
月
分

母親教室

午前9時15分~

青児教室

午後 1時

198(水) 3~4力月児健診 ・

午後 18寺30分

21臼(金)機能訓練

午前10碍

24日(月) すくすくクラブ・・・・・・・・ ・・・・・侯

午前10時~ 事

25日(火) 山鳩会 - ・・・・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・・ 停

午前10時~ 蜜

28日(金) 3才児健診................'/j* 

午笹 1時~ 管1

29日(土)歩け歩け健康家族大会・・村体育館

午前9時30分~ 直

.5月

10日(水)機能訓練

午前10時~

11日(木)母親教室 ・

午後6時15分~

17日(盆) 3、4カ月児健診・・ ・・・ ・・・・・公立

午後 1時30分~ 直

19日(金) 1歳お誕生相談会・・・・・・・・・・・阜

午後 1時30分~

府

軍

{即席
}
贋
一
一出

軍

(保

白須

E
E
)
(
保

v

事 須釜公民館

翠 :受付時間

惇:保健センター

公立:公立岩瀬病院
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私
の
ふ
る
さ
と
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シリーズ

令日の食卓⑫

今月のお題は

(丈夫な骨を作るためにJ

浜

市

i

正
洋
さ
ん
(
岩
法
寺
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
神
奈

川
県
横
浜
市
で
す
。
皆
さ
ん

が
吋
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
言
葉

か
ら
連
想
す
る
の
は
山
や
川

な
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
場
合
は
、

大
都
会
の
ど
真
ん
中
で
生
ま
れ
育
っ
た

の
で
、
歌
な
ど
で
歌
わ
れ
る
ふ
る
さ
と

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
は
、
大
都
会

「
横
浜
」
が
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
と
て

も
懐
か
し
く
、
思
い
出
深
い
と
こ
ろ
ば

か
り
で
す
。
私
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
、

横
浜
市
の
中
区
で
す
。
中
広
は
、
横
浜

の
中
心
部
に
位
置
し
て
お
り
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
横
浜
港
や
山
下
公
園
、
港
の

見
え
る
丘
公
園
、
外
人
墓
地
な
ど
お

朝横f元気もりもりライスお好み焼きJ
1人分エネルギ一量349Kcal

馴
染
み
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
一
昨
年
は
、
お
年
ぶ
り
に

日
本
一
に
な
っ
た
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
の
本
拠
地
の
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
や

た
ん
の
う

本
場
中
国
の
味
を
堪
能
で
き
る
中
華

街
な
ど
も
あ
り
、
大
変
活
気
の
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
横
浜
の
街
は
、
港
を
中
心

に
「
み
な
と
み
ら
い
引
色
と
い
わ
れ

る
地
区
に
日
本
一
高
い
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
タ
ワ
ー
な
ど
の
高
層
ビ
ル
が
立
ち

並
び
、
オ
フ
ィ
ス
、
国
際
会
議
場
な

ど
が
集
中
し
た
新
し
い
街
づ
く
り
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
と
観
光
、
そ
し
て
経
済
的
に

も
日
本
の
中
心
的
な
倍
「
横
浜
」
は

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
と
て
も
住

み
や
す
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。

一材料(4人分)-

eご飯 280g ・スキムミjレク 40g ・人参

@トマトケチャッブ大さじ2 ・水 120cc 

・ハム 2枚 ・しょうゆ大さじ1/3 ・ソース大さじ 1

・パセリ 5g ・青菜ちりめん 10g ・油 大さじ 11/3 

・ミニトマト 811m ・粉チーズ 30g ・キャベツ 40g 

・喬のり 少々 ・サラタ菜 4枚

一作り 方 -

GXDごはんは、すりこぎで荒くつぶし水を加え、混ぜる。

②キャベツ、ハム、ちりめんじゃこ、人参、パセリは、荒くみじ

ん切りにする。

③①に②を加え、スキムミjレク、粉チーズ、しょうゆを加え、

81留に分け平べったく丸める。

@フライパンに油を引いて色よく焼く。

⑤血にサラダ菜をしき、④在留り、ケチャッブとソースを混

ぜたものを譲り、蕎のりをふり力、けミニトマトを添えて出

来上がり。

40g 

一ヰ崎

弁

}ざ
ザ

'Q

…

ふ

側
、
、
。

…

AHN 

一
石
我

一
残

…
に

…
心

桜
の
花
も
ほ
こ
ろ
び
、
玉
川
村

の
皆
様
そ
し
て
東
京
玉
川
会
の
会
員

の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

，刀

私
は
北
須
釜
の
生
ま
れ
で
、
今
は

還
暦
も
過
ぎ
神
奈
川
の
生
活
が
長
く

な
り
ま
し
た
。
田
舎
の
思
い
出
は
、

兄
弟
が
多
く
物
資
も
無
い
時
代
で
し

た
の
で
、
木
の
芽
や
栗
の
実
、
イ
ナ

ゴ
等
を
採
取
し
、
遊
び
と
い
っ
て
も

か
く
れ
ん
ぼ
、
缶
け
り
、
コ
マ
廻
し

等
く
ら
い
で
し
た
。
通
学
は
、
近
道

を
す
る
為
に
狭
い
畔
道
を
地
区
毎
の

登
校
で
し
た
。
今
は
そ
の
道
も
舗
装

さ
れ
て
、
昔
の
面
影
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
代
わ
り
に
ゴ
ル
フ
場
や
空

港
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
近

隣
か
ら
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
財

政
も
豊
か
で
益
々
発
展
し
て
ゆ
く
こ

よ、っ。

今月は、トピックスの記事にもありました玉川村食生活改
善推進員ょっぱの会が玉川第一小学校で作りましたf元気も
りもりお招み焼きjを紹介します。

この一昂は、文夫な脅を作るための力jレシウムをいろいろ
な材料から取れるよう工夫してあります。青ち盛りの;子供に
隈らず、日本人全体がカルシウム不足をしています。残り之、は

んで是非作ってみてください。

神奈川県海老名市

鈴木利昭

(北須釜出身・渡辺副次郎さんの弟)

f変わり行くふるさとJ

さん

自
動
車
整
備
ゴゴ

を
日
指
し
就
職
し
ま
し
た
が
、
環
境

と
仕
事
の
巡
り
合
わ
せ
に
よ
り
、
現

在
は
精
密
板
金
業
を
営
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
来
る
幻
世
紀
の
長
寿
社

会
に
向
け
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
な
が
ら
好
き
な
旅
行
や

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
多
く
の
皆
様
と

親
睦
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

私
事
で
す
が
健
康
を
兼
ね
て
ゴ
ル

フ
に
行
き
ま
す
が
、
昨
年
8
月
弘
日

に
奇
跡
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。
パ
ー

ス
リ
l
の
間
ヤ
ー
ド
を
「
ホ
l
ル
イ

ン
ワ
ン
」
。
こ
の
日
は
地
域
の
大
会

で
し
た
の
で
多
く
の
皆
様
に
祝
指
さ

れ
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
今
後
も
健

康
に
注
意
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
の
玉
川
村
、
そ
し
て
東
京
玉

川
会
の
皆
様
の
発
展
と
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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